


私の地域は、私たちが守る。「共助」

シ
リ
ー
ズ
防
災
特
集 

後
編

「共助」
私の地域は、私たちが守る。

　

い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
大
災
害
。

電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断

さ
れ
、
生
活
を
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
ほ

ど
の
災
害
時
に
は
、
行
政
の
機
能
「
公
助
」

も
著
し
く
低
下
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く

な
り
ま
す
。
そ
の
被
害
が
甚
大
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
助
け
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
６
月
１
日
号
で
は
、
防
災
特
集

前
編
と
し
て
「
自
助
」
に
つ
い
て
特
集
し
、

私
た
ち
が
今
日
か
ら
取
り
組
め
る
減
災
方
法

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
個
人
で
で
き
る
こ
と
に
も
限
り

が
あ
り
ま
す
。
大
災
害
発
生
後
に
生
命
の
確

保
や
生
活
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
な
る
の

は
〝
助
け
合
い
〞。
私
た
ち
の
地
域
は
私
た

ち
で
守
る
「
共
助
」
の
精
神
は
、
１
人
で
も

多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
最
も
大
切
な
考
え

方
と
い
え
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
２
次
災
害
等
へ
の
不
安

や
長
引
く
避
難
所
生
活
で
の
不
満
な
ど
、
心

的
ス
ト
レ
ス
に
身
体
的
疲
労
が
重
な
る
な

か
、
避
難
者
ど
う
し
で
互
い
に
思
い
や
り
、

助
け
合
い
な
が
ら
避
難
所
の
運
営
を
行
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
食
材
を
持
ち
寄
っ
て
共
有
し

た
り
、
安
否
確
認
の
た
め
に
お
互
い
に
声
掛

け
を
し
て
見
守
り
を
行
う
こ
と
が
行
政
に

と
っ
て
も
市
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
助
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
行
政
と
地
域
住
民
が
連
携
す
る

シ
ス
テ
ム
を
効
率
的
に
運
用
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
配
給
物
資
が
避
難
所
の
人
た
ち
へ
行

き
渡
ら
な
い
状
況
も
あ
り
、
共
助
の
力
を
効

果
的
に
活
か
す
こ
と
が
課
題
と
し
て
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
８
割
近
く
の
人

が
近
隣
住
民
に
救
助
さ
れ
た
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
地
域
を
知
る
こ
と
で
、
地
域

の
実
情
を
把
握
し
問
題
点
や
改
善
点
を
発
見

す
る
取
組
み
も
大
切
で
す
。

手
を
携
え

　
と
も
に
乗
り
越
え
る

　

今
回
の
特
集
で
は
、
共
助
と
は
何
か
を
考

え
る
た
め
、
積
極
的
に
防
災
活
動
を
行
っ
て

い
る
地
域
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
手
を
携
え
て
災

害
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考
え
る
人
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
誰
か
に
頼
る
の
で
は
な
く
自
分
た
ち
の

力
で
や
ら
な
け
れ
ば
、
効
果
的
な
防
災
活
動

は
で
き
な
い
―
」
今
回
は
「
共
助
」
に
つ
い

て
学
び
、
よ
り
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
特
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
取

組
を
紹
介
し
ま
す
。

自
分
た
ち
で
や
る
!

避
難
所
開
設
訓
練

■
こ
ほ
く
地
域
づ
く
り
協
議
会こほく地域づくり協議会

（右から） 角川 茂孝さん（会長）
　　　　 廣部 恒雄さん（部会長）
　　　　 福本 雅文さん（副部会長）
　　　　 角川 宏美さん（地域活力プランナー）

【
実
施
の
経
緯
】

　

こ
ほ
く
地
域
づ
く
り
協
議
会（
理
事
長 

松
山
久
夫
さ
ん
）

の
生
活
安
全
部
会
で
は
、
地
域
内
13
自
治
会
に
お
い
て
防

災
推
進
委
員
を
任
命
し
、
住
民
自
ら
が
行
う
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
実
践
的
で
効

果
的
な
防
災
訓
練
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
訓
練
は
、
避
難
所
へ
集
ま
る
だ
け
の
形
式
的
な

も
の
と
い
う
意
見
が
、
従
来
の
訓
練
方
式
や
考
え
方
を
大

き
く
変
え
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
行
政
ま
か
せ
の
防
災
訓
練
で
は
、
住
民
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
住
民
主
体
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

こ
そ
効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
、
住

民
間
で
の
助
け
合
い
意
識
が
最
も
必
要
と
な
る
「
避
難
所

開
設
」
の
訓
練
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年
で
４
回

目
を
迎
え
ま
す
。　

　

こ
の
訓
練
で
目
指
す
の
は
次
の
点
で
す
。

● 

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

● 

避
難
所
の
開
設
と
運
営
を
知
る

● 

継
続
に
よ
り
、
身
体
で
覚
え
る

　

地
域
住
民
に
求
め
る
こ
と
は
、
形
式
的
な
役
割
分
担
に

と
ら
わ
れ
ず
、
現
場
で
判
断
で
き
る
力
を
養
い
、
誰
で
も

避
難
所
を
設
営
で
き
る
姿
で
、
訓
練
ご
と
に
課
題
を
整
理

し
、
実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 

前
回
よ
り
も
更
に
効
果
的
な
訓
練
と
な
る
よ
う
、
新
た
な

取
り
組
み
も
交
え
る
な
ど
、
常
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
自
治
会
間
の
温
度
差
を
埋
め
る

こ
と
が
一
番
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ほ
く
地
協
の

メ
ン
バ
ー
は
、
１
０
０
年
後
に
も
続
く
訓
練
と
す
る
こ
と

を
意
識
し
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、
着
実
に
歩
み
を
進

め
る
こ
と
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
実
施
の
準
備
】 
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
身
と
し
て
必
要
な
「
指
定
避
難
所
設

営
図
」
や
「
開
設
手
順
」
の
作
成
を
は
じ
め
、
必
要
備
品

の
調
達
方
法
、
避
難
所
の
収
容
人
数
の
把
握
、
そ
し
て
特

に
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
被
災
者
受
入
方
法
等
を
中
心
に
検

討
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
中
で
も
最
も
重

視
し
た
の
が
、
簡
単
に
避
難
所
開
設
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。「
役
割
分
担
を
決
め
て
も
、
実
際
の
災
害
時
に
は
誰

が
い
つ
避
難
所
へ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
現
実
を

踏
ま
え
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
れ
ば
、
誰
で
も
避
難
所
設
営

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
、
視
覚
的
に
わ

か
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
表
示
板
を
製
作
。
素
材
は
水
や

火
に
強
く
耐
久
性
が
あ
る
テ
ン
ト
生
地
を
採
用
し
ま
し
た
。

避
難
所
設
営
図
に
は
、
滞
在
ス
ペ
ー
ス
・
通
路
・
ト
イ
レ
・

更
衣
室
・
対
策
本
部
・
掲
示
板
な
ど
、
必
要
な
配
置
情
報

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

避難所開設マニュアルの主な内容

○避難所開設の手順
○学区内の防災組織と自治会館一覧表
○避難所設営図
○防災倉庫保管資機材一覧表
○ 名簿等の様式（避難者受付カード・自治
会別避難者集計表・安否確認カードなど）

○避難所の運営について

◀ 文字やイラ
スト、色で区
別し、わかり
やすいデザ
インを採用
した表示板
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私の地域は、私たちが守る。「共助」

■
行
政
出
前
講
座

　

行
政
出
前
講
座
で
は
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
き
っ
か

け
と
な
る
講
座
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
自
主
防
災
の
す
す
め　

防
災
出
前
講
座
」

　

自
主
防
災
組
織
の
取
組
紹
介
等
を
通
し
て
、
防
災
知
識
の

習
得
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
講
座

　

問
・
申 

防
災
危
機
管
理
局
（
☎
６
５
―
６
５
５
５
）

　
　
　
　

 

姉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
―
５
２
８
１
）

「
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）」

　

避
難
所
を
開
設
・
運
営
に
関
す
る
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

問
・
申 

防
災
危
機
管
理
局
（
☎
６
５
―
６
５
５
５
）

い
ざ
、
実
践
!

【
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

避
難
所
開
設
訓
練
は
よ
り
実
践
的
な

訓
練
に
す
る
た
め
、
避
難
者
の
受
付
業

務
も
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
の
流
れ
の

中
で
、
参
加
者
が
特
に
重
要
だ
と
感
じ

た
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
各
自
治

会
の
代
表
者
が
参
加
し
、
湖
北
中
学
校

で
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

行
い
ま
す
。

①区画分けはバランスが大切！
　ロールマットを敷き、自治会ごとに滞在スペースを区画分けして
いきます。指定する一人あたりのスペースの広さによって、避難後
の住環境を大きく左右するといわれており、快適度と収容人数のバ
ランスが重要です。区画はアルファベットの看板で示し、受付で指
示があった場所がわかりやすいように工夫します。

②受付は避難所運営の要！
　まずは入口で受付を行います。受付
カードに避難者情報を記入してもらい、
所定の滞在スペースに案内します。受付
をスムーズかつ正確に行うことが、避難
所に混乱を起こさないために重要です。
避難者の体調などによっては滞在スペー
スの場所も配慮が必要。

③備蓄倉庫を確認！
　飲料水や毛布など、必
要な備蓄品を確認しま
す。災害用毛布は、体温
管理のため必要です。

④ 全員が設営手順を
把握する!

　開設手順を学びます。
　被災時の人員不足を補うため、参加者全員がマニュ
アルをもとに手順を覚えます。

⑤避難者をスムーズに誘導！
　表示板を設置します。混雑した避難所で、
どこになにがあるかをすぐにわかることは、
混乱やストレスを抑える効果があります。

⑥プライバシーに配慮する！
　集団での生活を余儀なくされる
避難所では、プライバシーの確保
が課題となります。更衣・授乳な
どに使えるスペースとして応急的
な仕切りを作ります。

【
訓
練
で
見
え
た
こ
と
】

　

第
３
回
目
の
訓
練
で
は
、
避

難
所
の
開
設
に
か
か
っ
た
時
間

は
約
15
分
。
回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
訓
練
の
成
果
が
現
れ
て
き

て
い
ま
す
。

■
良
か
っ
た
こ
と

　

避
難
所
の
開
設
手
順
が
把
握

で
き
、
備
蓄
倉
庫
の
備
蓄
状
況

の
整
理
を
し
て
い
た
こ
と
で
短

時
間
で
避
難
所
開
設
が
で
き

た
。

■
気
づ
い
た
こ
と

　

滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
区
画
分
け

し
て
み
る
と
、
実
際
の
避
難
時

に
は
、
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス
が

不
足
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

■
今
後
の
課
題

　

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
、
よ
り
正

確
に
避
難
者
受
付
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
作
り
と
、
役
割
を
自
主

的
に
判
断
し
、
実
際
の
開
設
を

十
分
意
識
し
て
行
う
訓
練
と
な

る
よ
う
改
善
が
必
要
で
す
。

地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
!

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

　
　

■
西
黒
田
地
域
づ
く
り
協
議
会

ゲ
ー
ム
で
養
う
、判
断
力
!

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Hハ

グ
U
G
）

　
　

■
神
照
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
25
年
・
26
年
に
D
I
G

と
呼
ば
れ
る
手
法
を
用
い
て
災

害
時
図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
が
大
き
な
地
図
を
囲
み
、

み
ん
な
で
危
険
箇
所
や
安
全
だ

と
思
う
避
難
経
路
を
書
き
込
み

な
が
ら
議
論
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
情
報
を
共
有
し
、

各
自
治
会
ご
と
に
住
民
の
気
づ

き
が
反
映
さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
平

成
27
年
に
は
看
板
に
仕
上
げ
て
各
自
治
会
館
な
ど
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

西
黒
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
「
地
域
の
防
災
上
の
長

所
・
短
所
が
情
報
と
し
て
共
有
で
き
、
地
域
住
民
の
防
災

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
一
番
よ
く
知
る
の
は
地
域
住
民
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
今
後
も
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
地
域
防
災
に
つ
い

て
の
情
報
共
有
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
」

　

毎
年
８
月
に
実
施
す
る
防
災
研
修
会
に
お
い
て
、
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
（
H
U
G
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
べ

き
」
と
い
う
思
い
か
ら
静
岡
県
が
開
発
し
た
ゲ
ー
ム
で
す
。

カ
ー
ド
と
仮
想
避
難
所
の
図
面
、
掲
示
板
を
使
っ
た
も
の

で
、
１
組
７
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
複
数
つ
く
り
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
ま
す
。
各
カ
ー
ド
に
は
、
避
難

者
の
抱
え
る
様
々
な
状
況
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
状

況
に
応
じ
て
ど
の
場
所
を
避
難
者
に
割
当
て
す
る
か
を
避

難
所
の
図
面
に
配
置
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
他
グ

ル
ー
プ
と
情
報
共
有
を
行
い
、
避
難
者
の
受
入
れ
や
避
難

所
の
運
営
方
法
に
つ
い

て
討
論
を
重
ね
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
、「
避

難
者
自
ら
が
、
避
難
所

運
営
を
主
体
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
」
と
い
う
思
い

の
も
と
、
今
後
は
、
こ

の
訓
練
で
の
学
び
を
活

か
し
た
新
し
い
取
組
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
消
防
団
の
取
り
組
み

　

長
浜
市
消
防
団
本
部
は
、
現
在
19
人
の
女
性
消
防
団
員

が
所
属
し
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
に
発
足
し
、
今
年
で
活

動
19
年
目
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
女
性
が
、
地
域
の
防
災

や
救
命
に
関
す
る
広
報
活
動
を
は
じ
め
、
月
に
１
度
消
防

署
に
よ
る
講
習
会
を
受
講
し
、
防
災
や
救
命
の
知
識
の
習

得
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
入
団
の
動
機

　
「
地
域
を
支
え
る
た
め
に
何
か
し
た
い
」

　
「
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
啓
発
活
動
を
し
た
い
」

● 

女
性
消
防
団
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

　
「
女
性
の
視
点
で
、
多
く
の
人

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
広
報
活

動
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
踊
り
で

救
命
活
動
を
紹
介
す
る
救
命
ダ
ン

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
」　

●
今
後
の
抱
負　
　

　

年
々
防
災
や
救
命
意
識
は
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
が
、
今

後
必
ず
起
こ
る
大
災
害
に
備
え
て

さ
ら
に
積
極
的
に
活
動
し
ま
す
」
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７月の長浜市民献血デーにご協力ください
７月９日(土)　西友長浜楽市店駐車場
【受付時間】10時～12時、13時～15時30分　★400ｍL全血献血をお願いします。
※詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページまで。(http://shiga.bc.jrc.or.jp/)

　けんけつ情報発信中。　Facebookページ「ながはましけんけつ」

選
挙
権
年
齢
は
18
歳
か
ら

【
投
票
で
き
る
人
】

　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

●
年
齢
要
件

　

 

平
成
10
年
７
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（
満
18
歳
以
上
）

●
住
所
要
件

　

 

平
成
28
年
３
月
21
日
以
前
に
転
入
届
が
あ

り
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
長
浜
市
に
住
ん

で
い
る
人

※ 

３
か
月
以
上
引
き
続
い
て
住
ん
で
い
な
い
場

合
は
、
長
浜
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
た
め
、
転
入
前
の
地
域
で
の
投
票
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

イ
オ
ン
・
湖
北
病
院
で
も
で
き
ま
す

【
期
日
前
投
票
】

●
イ
オ
ン
長
浜
店

　

期
間　

７
月
３
日（
日
）〜
７
月
９
日（
土
）

　

時
間　

10
時
〜
20
時

●
市
立
湖
北
病
院

　

期
間　

７
月
４
日（
月
）〜
７
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
（
水
曜
日
除
く
。）

　

時
間　

９
時
30
分
〜
16
時

●
本
庁
、
北
部
振
興
局

　

期
間　

６
月
23
日（
木
）〜
７
月
９
日（
土
）

　

時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

●
各
支
所

　

期
間　

７
月
３
日（
日
）〜
７
月
９
日（
土
）

　

時
間　

８
時
30
分
〜
18
時

※ 

入
場
整
理
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投
票
宣
誓

書
」
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
期
日
前
投
票
を

す
る
際
に
は
、
事
前
に

記
入
し
て
お
持
ち
い
た

だ
く
と
、
手
続
が
早
く

済
み
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　

一
部
の
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
を

確
認
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
、
投

票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間　

７
時
〜
20
時

※ 

一
部
時
間
を
繰
り
上
げ
る
投
票
所
も

あ
り
ま
す
。

　

当
日
投
票
に
い
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
制
度
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
市
民
全
体
で
支
え
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
も

の
で
、
平
成
28
年
９
月
か
ら
小
学
校
の
学
校

給
食
費
を
補
助
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

　

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
締
切
ま
で
に
申

請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

市
内
在
住
で
、
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

の
保
護
者

※ 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

・
生
活
保
護
費
を
受
給
し
て
い
る

・ 

就
学
援
助
費
・
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励

費
な
ど
を
受
給
し
て
い
る（
た
だ
し
、
特

別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
を
受
給
し
、
学

校
給
食
費
の
自
己
負
担
分
が
あ
る
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
す
）

・ 

在
籍
す
る
小
学
校
で
学
校
給
食
の
提
供
を

受
け
て
い
な
い

・
学
校
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
る

【
補
助
金
の
流
れ
】

●
市
立
小
学
校
の
場
合

　

学
校
給
食
費
の
実
費
分
を
、
市
か
ら
直
接

学
校
給
食
会
に
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
た

め
、
小
学
校
に
学
校
給
食
費
を
支
払
う
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

●
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　

小
学
校
に
支
払
っ
た
学
校
給
食
費
分
を
、

補
助
金
と
し
て
保
護
者
に
交
付
し
ま
す
。
交

付
時
期
は
平
成
29
年
４
月
以
降
と
な
り
ま

す
。

【
申
請
書
の
提
出
先
・
締
切
】

●
市
立
小
学
校
の
場
合

　

７
月
15
日（
金
）ま
で
に
在
籍
す
る
小
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　

７
月
29
日（
金
）ま
で
に
担
当
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
在
籍
す
る
小
学
校

な
ど
で
取
り
ま
と
め
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

学
校
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
締
切
ま
で
に
、
各

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
な
ど
の
様
式
は
、
各
小
学
校
で
配

布
す
る
ほ
か
、
担
当
課
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

長
浜
市
と
米
原
市
で
構
成
す
る
湖
北

広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー（
以
下
セ
ン

タ
ー
）で
は
、
ご
み
の
収
集
・
運
搬
・

処
理
、
し
尿
汚
泥
処
理
の
ほ
か
、
霊
柩

車
の
運
行
や
火
葬
場
の
運
営
を
２
市
の

共
同
事
務
と
し
て
担
っ
て
い
ま
す
。

〈
施
設
の
現
状
〉

　

現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
焼
却

処
理
施
設（
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
）、
粗

大
ご
み
破
砕
処
理
施
設（
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ン
ト
）、
最
終
処
分
場（
ウ
イ
ン
グ
プ

ラ
ザ
）、
し
尿
汚
泥
処
理
施
設（
第
１
プ

ラ
ン
ト
）の
ほ
か
、
火
葬
場
な
ど
10
施

設
に
つ
い
て
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を

第
一
に
稼
動
・
維
持
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
の
中
に
は
、
竣
工
か

ら
す
で
に
37
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が

著
し
い
施
設
も
あ
り
、
安
全
な
運
転
を

維
持
す
る
た
め
に
毎
年
多
額
の
修
繕
経

費
を
要
す
る
な
ど
、
新
施
設
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
昨
年
度
、

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
期
施
設
の
整
備
に

関
す
る
基
本
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。

方
針
の
中
で
は
、
と
も
す
れ
ば
迷
惑
施

設
と
解
さ
れ
る
点
を
考
慮
し
、
将
来
の

需
要
予
測
に
基
づ
く
適
切
な
規
模
を
検

討
す
る
だ
け
で
な
く
、
快
適
な
市
民
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
と
し
て

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
最

新
の
処
理
技
術
の
採
用
や
、
余
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
取
り
組
む
こ
と

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
整

備
計
画
の
指
針
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
の
現
状
や
次

期
施
設
整
備
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
日
常
生
活

に
密
接
に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
施
設
の
重

要
性
に
つ
い
て
改
め
て
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
と
と
も
に
、
次
期
施
設
整
備
計

画
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
で
支
え
る
小
学
校
給
食
費
補
助
が
始
ま
り
ま
す

問
す
こ
や
か
教
育
推
進
課
（
☎
６
５

－

８
６
０
６
）

７
月
10
日（
日
）は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

問
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
６
５

－

６
５
０
３
）

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

〜
施
設
整
備
を
考
え
る
〜
㊤

問
湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー　

施
設
整
備
課
（
☎
６
２

－

７
１
４
６
）

対
象
自
治
会

投
票
所

唐
国
町

月
ヶ
瀬
町

月
ヶ
瀬
多
目
的
集
会
所

柿
ノ
木

長
田
町

長
田
町
会
館

木
之
本
町
杉
本

木
之
本
町
音
羽

も
み
じ
会
館
（
杉
野
）

木
之
本
町
大
見

川
合
会
館

木
之
本
町
古
橋

古
橋
ミ
ニ
集
会
所

木
之
本
町
飯
浦

木
之
本
町
山
梨
子

西
山
集
会
所

余
呉
町
菅
並

丹
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

西
浅
井
町
月
出

岩
熊
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
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■第１次試験日　８月６日(土)　■申込受付期限　７月29日(金)　当日消印有効
■試験会場　市立長浜病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウンロード

することもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「○○職受験申込書請求」

と朱書きし、返信用封筒[角型２号]（120円切手を貼付して宛先、郵便番号明記）

を同封して、右記まで送付してください。

【第１次試験日】９月18日(日) 　【申込受付期限】８月1日(月)～25日(木)　※消印有効
【試 験 会 場】湖北広域行政事務センター クリスタルプラザ
　受験申込書は、担当課にあります。また、センターホームページ

からダウンロードすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験

受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号]（120円切手を

貼付して宛先、郵便番号明記）を同封して右記まで。

市立長浜病院職員を募集します湖北広域行政事務センター職員を募集します

職　種
採　　用
予定人員

採用予定年月日 受　験　資　格

臨床検査技師

２人程度 平成28年10月１日

次のいずれにも該当する人
〇昭和61年４月２日以降に生まれた人
〇 臨床検査技師等に関する法律による臨床検査技師の免
許を有する人
〇 市内又は近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに
容易に応じられ、当直ができる人

２人程度 平成29年４月１日

次のいずれにも該当する人
〇平成３年４月２日以降に生まれた人
〇 臨床検査技師等に関する法律による臨床検査技師の免
許を有する人(平成29年７月末日までに免許取得見込み
の人を含む)
〇 市内又は近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに
容易に応じられ、当直ができる人

臨床工学技士 ２人程度 平成29年４月１日

次のいずれにも該当する人
〇平成３年４月２日以降に生まれた人
〇 臨床工学技士法による臨床工学技士の免許を有する人
(平成29年７月末日までに免許取得見込みの人を含む)

〇 市内又は近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに
容易に応じられる人

薬剤師

２人程度 平成29年１月１日
次のいずれにも該当する人
〇昭和61年４月２日以降に生まれた人
〇薬剤師法による薬剤師の免許を有する人

２人程度 平成29年４月１日

次のいずれにも該当する人
〇昭和61年４月２日以降に生まれた人
〇 薬剤師法による薬剤師の免許を有する人(平成29年７月
末日までに免許取得見込みの人を含む)
〇当直ができる人

介護士 若干人 平成29年４月１日

次のいずれにも該当する人
〇平成元年４月２日以降に生まれた人
〇 社会福祉士及び介護福祉士法による介護福祉士の免許
を有する人（平成26年以降に免許を取得した人およ
び、平成29年３月末日までに免許を取得見込みの人）
〇 市内又は近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに
容易に応じられ、交代勤務ができる人

職　種 採用予定人員 受　験　資　格

一般行政職
(上級)

若干人

次のいずれかに該当する人
ア　平成元年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
イ　 平成７年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学
(短期大学を除く。以下「大学」という)を卒業した人または平成
29年３月31日までに大学を卒業する見込の人

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
〈市立長浜病院事務局総務課内〉

〒526-8580 大戌亥町313
☎68－2324（直通）

問合せ・申込先
湖北広域行政事務センター職員選考委員会
〈湖北広域行政事務センター総務課内〉 

〒526-0021 八幡中山町200
☎62－7142

　

新
築
住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て
・
新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
そ

の
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
額
相
当
分
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　

申
請
時
に
助
成
対
象
世
帯
に
属
し
、
か
つ
助
成
対
象
住
宅
を

所
有
・
居
住
し
て
い
る
人
で
、
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
を
完

納
し
て
い
る
人

【
助
成
対
象
世
帯
】

　

申
請
時
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
世
帯
全
員
の
合
計
所

得
が
１
，
２
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

○
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
、
同
居
し
て
い
る
世
帯

○
結
婚
後
１
年
以
内
で
、
夫
婦
と
も
に
満
45
歳
未
満
の
世
帯

【
助
成
対
象
住
宅
】

　

平
成
26
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築

さ
れ
、
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
適
用
を
受
け
た
住
宅

【
助
成
期
間
】

　

新
築
し
た
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
適
用

を
受
け
た
翌
年
度
か
ら
３
年
間（
た
だ
し
、
申
請
は
毎
年
度
）

【
集
中
受
付
期
間
】
平
成
28
年
８
月
１
日
（
月
）
ま
で

　

制
度
や
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
27
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
１
月
１
日
新
築
分
は
平
成

29
年
度
か
ら
、
平
成
28
年
１
月
２
日
〜
平
成
29
年
１
月
１
日

新
築
分
は
平
成
30
年
度
か
ら
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
日
の
長
浜
を
担
う
青
少
年
が
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
成

長
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
青
少
年
の

非
行
お
よ
び
被
害
防
止
を
市
民
全
体
の
責
務
と
し
て
と
ら
え
、

地
域
の
力
で
子
ど
も
を
守
り
、
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
便
利
で
身
近
に
な
っ
た
一
方
で
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
等
を
悪
用
し
た
犯
罪
や
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
態
も
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し

た
り
、
大
人
が
利
用
状
況
を
把
握
し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
ル
ー

ル
づ
く
り
を
す
る
な
ど
適
切
な
利
用
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

万
引
き
は
犯
罪
で
す

　

万
引
き
は
「
非
行
の
入
口
」
と
言
わ
れ
、
検
挙
・
補
導
さ
れ

る
少
年
の
低
年
齢
化
が
進
む
等
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
青
少
年
の
非
行
を
食
い
止
め
、健
全
に
育
て
る
た
め
に
、

青
少
年
が
『
万
引
き
を
し
な
い
』、
青
少
年
に
『
万
引
き
を
さ

せ
な
い
』
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

薬
物
は
「
ダ
メ
。 

ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

薬
物
は
人
体
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
社
会
に
計
り
知
れ
な
い
害
悪
を
も
た
ら
し
ま
す
。「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」と
断
る
勇
気
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。ま
た
、飲
酒
・

喫
煙
は
薬
物
乱
用
の
入
口
で
も
あ
り
ま
す
。
大
人
が
き
ち
ん
と

注
意
し
、
身
体
に
及
ぼ
す
害
や
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
子
ど
も
が
納
得
す
る
よ
う
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
・
新
婚
世
帯

新
築
住
宅
取
得
に
助
成
し
ま
す

問
建
築
住
宅
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
３
）

７
月
は
「
滋
賀
県
青
少
年
の
非
行
・

　
　

被
害
防
止
強
調
月
間
」
で
す

問
長
浜
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
４

－

３
３
３
０
）

問
木
之
本
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２

－

４
７
９
８
）
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後期高齢者医療制度のお知らせ 問保険医療課（☎65－6527）

８月１日から有効の新しい保険証を送ります
　新しい保険証は、７月中旬に簡易書留郵便で発送します。

　８月１日以降は、新しい保険証をご利用ください。

　これまでの保険証は、各自で細かく裁断するなどして処分してください。

平成 28年度の保険料額のお知らせ
平成28年度の保険料の額や、支払方法についての通知書を７月中旬に郵送します。

●今年度の保険料は、平成27年中の所得に基づいて計算します。

● 平成28・29年度については、保険料率を下記の表のとおり改定しました。被保険者の皆さんに今後も安心し

て医療を受けていただくため、ご理解とご協力をお願いします。

●保険料の支払い方法

　通知書の「特別徴収」の欄に金額が記載されていれば、その金額を年金から天引きします。

　「普通徴収」の欄に金額が記載されていれば、納付書か口座振替で支払いいただきます。

新しい保険証は、うぐいす色です

「限度額適用・標準負担額減額認定証」
を更新します
　平成28年度の住民税が世帯全員非課税の人は、
医療機関に「限度額適用・標準負担額減額認定証」
（以下、「限度額認定証」）を提示すると、同一医療
機関での窓口負担が１ヶ月の限度額までとされた
り、入院時の食事代が減額されます。
　平成28年７月31日まで有効の「限度額認定証」
をお持ちの人で、平成28年８月以降も該当する人
には、新しい保険証に同封して郵送します。
　なお、対象となる人で限度額認定証をお持ちで
ない人は、下記窓口で申請してください。

公的機関の職員を装った
不審者･不審電話にご注意を！

● 高齢者を狙った還付金等詐欺が、全国で
多発しています。県内でも、不審電話の
報告が、複数寄せられています。
＜よくある手口＞
・ 市職員を名乗って「保険料の還付があ
る」「医療費の過払いがある」などと騙る。
・「期限が迫っている」などと急かす。
・ ＡＴＭへ誘導しようとしたり、銀行口座
を聞き出そうとする。

● 身に覚えのない電話等を受けた場合は、
ひとりで判断せず家族や友人に相談した
り、警察、市役所へご連絡ください。

申 請 方 法
【 持 ち 物】 保険証と印鑑
【申請窓口】 保険医療課〈東館１階〉
 北部振興局福祉生活課
 各支所

区　　分
保　険　料　率

改定前（平成26・27年度） 改定後(平成28・29年度)
均等割額 ４４，８８６円 ４５，２４２円
所得割額 ８．１２％ ８．９４％

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰

　

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
で
は
、
毎
年
度
、

業
績
が
特
に
顕
著
で
他
の
模
範
と
す
る
に
足

り
る
と
認
め
ら
れ
た
管
内
の
行
政
相
談
委
員

に
対
し
、
管
区
行
政
評
価
局
長
か
ら
表
彰
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
池
澤
修
也
委

員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
嘱
期
間
】

　

11
年（
平
成
17
年
４
月
１
日
〜
）

【
活
動
状
況
】

　

毎
月
１
回
、
第
２
金
曜
日
に
定
例
相
談
所

　

を
開
設

【
役
職
等
】

　

滋
賀
県
行
政
相
談
委
員
協
議
会
理
事

近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会

会
長
表
彰

　

近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
で
は
、

同
協
議
会
の
発
展
に
関
し
功
績
の
あ
っ
た
人

に
対
し
、
協
議
会
長
か
ら
表
彰
が
行
わ
れ
て

お
り
、保
積
豊
年
委
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
嘱
期
間
】

　

９
年（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
）

【
活
動
状
況
】

　

毎
月
１
回
、
第
２
水
曜
日
に
定
例
相
談
所

　

を
開
設

　

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、『
誰
も
が
い

き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち　

な
が
は
ま
』

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

　

入
選
作
品
は
、
市
の
啓
発
活
動
に
使
う
ほ

か
、
11
月
26
日（
土
）に
開
催
す
る
「
は
ー
と

ふ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
長
浜
２
０
１
６
」
で
表
彰

し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

　

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語

　
（
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）

　

一
人
で
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

市
内
在
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
小
学
生
以
上
の
人

【
応
募
方
法
】

　

標
語
と
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
、

ま
た
は
直
接
専
用
の
応
募
用
紙
で
下
記
ま

で
。

※ 

専
用
の
応
募
用
紙
は
下
記
応
募
先
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　

長
浜
市
男
女
共
同
参
画
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
委
員
会
で
厳
正
に
選
考
し
ま
す

【
表　
　

彰
】

　

入
選
作
品（
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作

品
２
点
）を
決
定
し
、
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈

し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

・ 

入
選
作
品
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

・
応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・ 

応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
標
語
に

関
す
る
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

【
応
募
締
切
】

　

９
月
30
日（
金
）必
着

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問
総
務
課
（
☎
６
５

－

６
５
０
３
）

男
女
共
同
参
画（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

　
　
　
　
　
　
　

推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

問
人
権
施
策
推
進
課
（
☎
６
５

－

６
５
６
０
）

池澤　修也
行政相談委員

保積　豊年
行政相談委員

問
合
せ
・
申
込
み
先

　

人
権
施
策
推
進
課
〈
西
館
２
階
〉

　

〒
５
２
６
│
８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

☎
６
５
│
６
５
６
０

　

*jin
ken
@
city.n

agah
am
a.jg.lp

※ 

応
募
箱
は
市
内
各
図
書
館
、
な
が
は
ま
ウ
ェ

ル
セ
ン
タ
ー
、
北
部
健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
、

公
立
木
之
本
公
民
館
、
西
浅
井
公
民
館
、

余
呉
文
化
ホ
ー
ル
に
置
い
て
い
ま
す
。
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
犯
罪
や
非
行
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
々
の
立
ち
直
り
を
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を
築
く
た
め
、
自
分
に
は
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
長
浜
市
推
進
委
員
会
で
は
街
頭

啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。事
業
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、「
た
く
ま
し
く　

伸

び
よ
う
伸
ば
そ
う　

長
浜
の
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
内

19
地
区
の
青
少
年
育
成
会（
会
議
）と
45
の
関
係
機
関
・
団

体
が
連
携
・
協
力
し
て
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

長
浜
市
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
、
心
と
心
が
通
い
合
う
学
校
・
職

場
・
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

〈
あ
い
さ
つ
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
〉

○
家
族
み
ん
な
で
元
気
に「
あ
い
さ
つ
」を
し
よ
う
！

○
学
校
や
職
場
で
明
る
い「
あ
い
さ
つ
の
輪
」を
広
げ
よ
う
！

○ 「
あ
い
さ
つ
」が
と
び
か
う
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
よ
う
！

　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
基
盤
と
な
る
家
庭
。
そ
の
大
切

さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
明
る
い
家

庭
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
家
族
の
絆
」
や
「
地
域
社
会
と
家
族
」
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
標
語
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

７
・
８
月
は

「
長
浜
市
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
の

標
語
を
募
集
し
ま
す

問
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
長
浜
市
推
進
委
員
会
事
務
局

〈
社
会
福
祉
課
内
〉（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）

問
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局
〈
生
涯
学
習
課
内
〉

（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

問
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局
〈
生
涯
学
習
課
内
〉

（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

区　分 応募点数 募集期間 応募先

小・中学生 １人１点
６月27日
（月）
～

７月15日
（金）

市内各学校

高校生
１人２点
以内

一　般
市内各公民館
または事務局

（市役所本庁西館３階）

※優秀作品は「長浜市青少年育成市民のつどい」で表彰します。
　また、入選作品等を巡回展示して啓発に活用します。

①
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育
て
る
運
動

　

・
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
声
か
け
運
動

　

・「
滋
賀
県
民
総
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
推
進

②
環
境
浄
化
・
非
行
防
止
活
動
の
推
進

　

・「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
る
巡
回
活
動 

　

・
有
害
情
報
か
ら
青
少
年
を
守
る
活
動
の
推
進

③
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推
進

　

・「
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」
の
普
及
啓
発

　

・
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
募
集

重　点　活　動

市営住宅の入居者を募集します
問建築住宅課（☎65－6533）

◆一般入居向け

募集住宅 建設年度 構造 間取り 住戸面積 階 平成27年度家賃月額
※入居者の収入月額により算定

千草東団地第６－５号
（東上坂町）

Ｓ55年度

簡易耐火
構造
２階建

３Ｋ

63.10㎡ ― 14,500円～28,600円

新旭町第４団地第７号
（新旭町）

Ｓ62年度 64.92㎡ ― 16,300円～32,100円

宇根本団地第１－３号
（木之本町）

Ｓ54年度 54.46㎡ ― 12,300円～24,200円

※入居できる期間は、入居可能日から最長10年間です。

◆子育て支援向け

募集住宅 建設年度 構造 間取り 住戸面積 階 平成27年度家賃月額
※入居者の収入月額により算定

常喜団地第２－１号
（常喜町）

Ｈ９年度 中層耐火
構造
３階建

２ＬＤＫ 57.90㎡ １ 17,100円～33,600円

常喜団地第３－３号
（常喜町）

Ｈ９年度 ３ＬＤＫ 68.90㎡ ２ 20,300円～40,000円

※子育て支援向けの住宅に入居できる期間は、入居可能日から10年間、または一番小さい子が18歳に達した日
　以降の最初の３月31日までのいずれか短い期間です。

【
申
込
要
件
】

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

●
共
通
要
件

① 

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
し
、

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料（
税
）の
滞

納
が
な
い
こ
と

② 

申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
、
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

③ 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
こ
と

④ 

申
込
世
帯
の
収
入
月
額
（
合
計
）
が

15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

　

※ 

た
だ
し
次
に
該
当
す
る
場
合
等
は

21
万
４
千
円
以
下（
詳
し
く
は
問
合
せ

く
だ
さ
い
）

　

・ 

申
込
者
が
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
同
居
予
定
者
の
い
ず

れ
も
が
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
ま
た
は
平
成
10
年
７
月
25
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
の
場
合

　

・ 

申
込
者
ま
た
は
同
居
予
定
者
に
次
の
い

ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人
が
い
る

場
合

　
　

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
〈
１
〜
４
級
〉

　
　

⑵ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
〈
１
〜

２
級
〉

　
　

⑶ 

療
育
手
帳（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳〈
１
〜
２
級
〉と
同
程
度
）

　

・ 

小
学
校
就
学
前
の
子（
平
成
22
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
）が
い
る
世
帯

⑤
現
に
住
宅
に
お
困
り
で
あ
る
こ
と

●
子
育
て
支
援
向
け
住
宅
の
要
件

　

・ 

申
込
時
点
で
中
学
校
就
学
前
の
子
を
扶

養
し
、
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
を
予

定
し
て
い
る
こ
と

【
入
居
の
時
期
】

　

10
月
頃（
予
定
）

【
選
考
方
法
】

　

申
込
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
の
中
か

ら
、
市
営
住
宅
運
営
委
員
会
の
審
査
を
経
て

公
開
抽
選
対
象
者
を
決
定
し
、
そ
の
後
、
公

開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

【
そ 

の 

他
】

・ 

原
則
、
代
理
人
を
通
じ
て
の
申
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

・ 

入
居
に
際
し
て
は
、
連
帯
保
証
人
２
人
が

必
要
で
す
。（
申
込
時
に
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
）

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
市
内
に
居
住
し
、
所
得

月
額
が
10
万
４
千
円（
年
間
所
得
÷
12
か

月
）を
超
え
る
人
で
す
。

・ 

家
賃
は
、
入
居
者
の
収
入
月
額
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
段
階
的
に
異
な
り
ま
す
。

・ 

入
居
時
に
は
、
敷
金（
家
賃
３
か
月
分
）を

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

７
月
25
日（
月
）〜
８
月
５
日（
金
）　

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※ 

７
月
15
日（
金
）か
ら
建
築
住
宅
課
お
よ
び

北
部
振
興
局
、各
支
所
で
募
集
案
内
書
を
配

布
し
ま
す
。

■
申
込
場
所

　

建
築
住
宅
課
〈
東
館
２
階
〉
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5月21日（土）
商店街を盛り上げる手作り市
　元浜町のゆう壱番街商店街で、地元産の野菜や手作り雑貨な
どを自動車で販売する「BooBooマルシェ」が開かれました。
　テントや自動車で作られたおよそ30の販売ブースが設けられ、
手作りの雑貨やお菓子、採れたての地場産野菜などの販売のほ
か、頭皮マッサージや整体のブースも出店しました。
　お客さんと店員とが会話を楽しみながら商品を選べるのがマ
ルシェの醍醐味。商店街に笑顔があふれました。

５月22日（日）
さらに大きくなった大地のキャンバス
　田んぼをキャンバスに見立ててアートを描く「田んぼアート」
の田植えが、虎姫地域づくり協議会の会員や地元住民ら約100人
が参加して行われました。
　夏を思わせる日差しが降り注ぐ中、子どもたちも裸足で田植
えに参加し、苗を手植えする作業を体験しましたが、足で感じ
る泥の感触に大はしゃぎ。田植えだけでなく泥遊びも含めて楽
しい体験となりました。

５月29日（日）
楽しみながら国際交流
　国際文化交流ハウスGEOで、国を超えた交流が楽しめる
「フェスタ　ミュージカルパーティ」が開かれました。
　誰でも気軽に参加できるのが魅力で、歌やダンス、腹話術、
さらにブラジルやペルーのおいしい食べ物で、訪れた人々をお
もてなし。メイクやクイックマッサージのリラックスコーナー
のほか、出演者と参加者全員による大抽選会も催され、大いに
盛り上がりました。

５月29日（日）
恋人の聖地で絆深まる　
　昨年７月に恋人の聖地として認定された奥琵琶湖パークウェ
イつづら尾崎展望台で「恋するリボンフェスタ2016」が開催さ
れました。
　二人ペアになって宝探しするなど恋人の聖地ならではの企画
が用意されたほか、ステージイベントや恋やハートにちなんだ
メニューが並ぶフードコートなど多彩なコーナーが設けられ、
恋人同士、家族連れなど多くの人で賑わいました。

５月22日（日）
楽しく健康を考えました
　市民の心と体の健康づくりを応援する「健康フェスティバル
2016」が長浜バイオ大学で開催されました。
　NPO法人健康づくり０次クラブが主催するもので、血管年齢
測定や骨密度測定、体のバランス測定など様々な健康チェック
のブースに若い人から高齢者まで多くの人が訪れました。また、
子どもたちが楽しめるちびっこひろばや飲食ブース、野外ステー
ジも充実しており、家族連れで賑わいました。

６月４日（土）
城下町の賑わいを今に　
　長浜に息づく歴史や文化を発信し、城下町のまちづくりに取
り組む人たちの情報交換の場にしようと、今年も「近世城下町
ふるさとまつり」が開催されました。
　長浜火縄銃大会で幕を開け、秀吉を筆頭とする武将パレード
や特別メニューが楽しめる楽市楽座&HAMAバルが催されたほ
か、近世城下町トークライブやコンサートなども人気を集め、
多くの人で賑わう２日間でした。

６月５日（日）
先人の偉業を学び、讃える
　度重なる余呉川の氾濫から村人を守ってきた先人たちの偉業
を讃える、恒例の「西野水道まつり」が高月町西野で開催され
ました。
　西野水道は約170年前、洪水を防ごうと５年がかりで西山の麓
を250m掘り抜いて完成したもの。まつりでは、古保利小学校５
年生による「水道劇」や、石工や村人に扮した時代行列も行われ、
地域の歴史を学びながら楽しみました。

５月28日（土）
昔ながらの懐かしい味を手作りで
　浅井歴史民俗資料館で、「げんこつあめづくり体験」が開催さ
れました。
　げんこつあめは、江戸時代に犬山城のお殿様が考えたもので、
食べると力が出ることからその名がついたといわれています。
この日は、子どもら約30人があざい歴史の会のメンバーの指導
により、伝統的な製法を学びました。子どもたちは家でも作り
たいと話していました。
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レ
ー
ク
伊
吹
農
協
ド
ッ
ク
健
診（
10
月
）と
北
び
わ
こ
農
協

ド
ッ
ク
健
診（
12
月
）の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

︻
対 

象 

者
︼次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

① 

長
浜
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
40
歳
以
上
で
、か
つ
受
診
日
時
点
で
75
歳
未
満
の
人

②
国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
人

③
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す
る
人

※ 

今
年
度
の
０
次
健
診
、特
定
健
診
を
受
診
す
る
人
は
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

︻
対
象
受
診
機
関
︼レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、北
び
わ
こ
農
協

︻
助
成
内
容
︼

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
健
診
、メ
ン
ズ
ド
ッ
ク
健
診
、J
A
ド
ッ

ク
健
診
、同
時
に
実
施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

︻
助 

成 

額
︼

　

受
診
費
用
の
１
／
２（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）　

上
限
２
万

円︻
手
続
方
法
︼

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
に
な
り
、左
記
窓
口

ま
で
。

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

︻
締　
　

切
︼

　

レ
ー
ク
伊
吹
農
協
ド
ッ
ク
健
診　

９
月
９
日（
金
）ま
で

　

北
び
わ
こ
農
協
ド
ッ
ク
健
診　
　

11
月
18
日（
金
）ま
で

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、早
く
締
め
切
り
ま
す
。

※ 

医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
申
請
受
付
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

国
民
年
金
に
は
、経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
場
合
、免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、２
年
間

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

①
保
険
料
申
請
免
除︵
１
／
４
～
全
額
︶

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
、申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が

免
除
さ
れ
ま
す
。（
承
認
期
間
は
原
則
７
月
〜
翌
年
６
月
）

※ 

一
部
免
除
の
場
合
、保
険
料
の
納
付
が
な
い
と
未
納
扱
い
に

な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

50
歳
未
満
で
、本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。（
承
認
期
間
は
原
則
７
月
〜
翌
年
６
月
）

③
学
生
納
付
特
例

　

学
生
で
、本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
承
認

期
間
は
原
則
４
月
〜
翌
年
３
月
）

　

保
険
料
の
免
除
・
猶
予
を
希
望
す
る
場
合
は
、左
記
の
通
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

J
A
ド
ッ
ク
の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

問
保
険
医
療
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

国
民
年
金
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
問
彦
根
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

問
社
会
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
２
８
）

申
請
窓
口

　

保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

　

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

申
請
方
法

　
︻
持 

ち 

物
︼
年
金
手
帳
、
印
鑑

　

※ 

離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
︻
申
請
窓
口
︼

　

保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

　

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

　

彦
根
年
金
事
務
所
〈
彦
根
市
外
町
〉　

　

所
得
の
少
な
い
高
齢
者
を
対
象
に
、高
齢
者
向
け
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

︻
支
給
対
象
者
︼

　

昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、平
成
27
年
度

分
の
市
民
税（
均
等
割
）が
非
課
税
の
人
。

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
者

　

・
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど

※ 

支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
、申
請
書
類
を
４
月
下
旬
に

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。期
限

を
過
ぎ
る
と
給
付
金
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※ 

申
請
先
は
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
の
あ
っ
た

市
区
町
村
で
す
。申
請
先
が
市
外
の
場
合
は
各
市
区
町
村
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
か
ら
振
り
込
み
ま
で
、お
よ
そ
１
か
月
半
か
か
り
ま
す
。

︻
申
請
期
限
︼８
月
１
日︵
月
︶ま
で︵
必
着
︶

︻
提
出
先
︼社
会
福
祉
課　
〈
西
館
１
階
〉

﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂や﹁
個
人
情
報
の
詐
取
﹂に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
に
関
し
て
、次
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
!

○ 

国
や
県
、市
職
員
な
ど
が
A
T
M（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」の
給
付

の
た
め
に
、手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

A
T
M
を
自
分
で
操
作
し
て
、他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん

で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

○ 

メ
ー
ル
で
口
座
番
号
や
個
人
情
報
等
の
送
信
を
求
め
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

大会区分
１人あたり

交付金額

１団体あたり

限度額

国 際 大 会 30,000 円 300,000 円

全 国 大 会 10,000 円 100,000 円

近畿等大会 2,000 円 70,000 円

滋 賀 大 会 1,000 円 50,000 円

市政の動き
（５月16日～６月15日）

市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

５月16日（月）
第１回長浜市行政不服審査会
担当課:総務課 （☎６５－６５０３）

平成28年度の会長が委員の互選によって選出され、会長に
より会長代理が指定されました。

５月16日（月）
第１回長浜市社会教育委員会議
担当課:生涯学習課（☎６５－６５５２）

長浜市教育行政方針等について事務局から説明を受け、質
疑応答を行ったほか、テーマごとに研究を行う部会の設置
を決定しました。

５月20日（金）
第１回長浜市国民健康保険運営協議会
担当課:保険医療課（☎６５－６５１２）

正副会長選出後、近年の医療費上昇に対応するための保険
料率改定について説明を受け、質疑応答を行い、了承しま
した。また、国保制度改革について説明を受けました。

５月24日（火）
第１回長浜市図書館協議会
担当課:長浜図書館（☎６３－２１２２）

委員の互選により正副会長を決定するとともに、平成27、
28年度の事業について事務局から説明を受け、質問応答お
よび意見交換を行いました。

５月30日（月）
第１回長浜市森林ディレクション審議会
担当課:森林整備課（☎６５－６５２６）

森づくり計画アクションプランの平成27年度実績および
平成28年度事業計画について事務局から説明を受け、事業
評価の手法について検討しました。

５月31日（火）
第５回長浜市総合計画審議会
担当課:総合政策課（☎６５－６５０５）

次期総合計画の策定にあたり、事務局からまちづくりの重
点プロジェクトなど、新基本計画の骨子案について説明を
受け、内容を協議しました。

６月１日（水）
第１回長浜市水防協議会
担当課:防災危機管理局（☎６５－６５５５）

長浜市水防計画（案）について事務局より説明を受け、質疑
応答を行い、原案のとおり承認しました。

６月６日（月）
第４回田村駅周辺整備基本構想策定懇話会
担当課:都市計画課（☎６５－６５６２）

田村駅周辺整備基本構想（素案）の内容について、市から説
明を受け、意見交換を行いました。

６月８日（水）
長浜市指定管理者選定委員会第２委員会
（第２回会議）
担当課:行政経営改革課（☎６５－６７０２）

西浅井地域振興関連施設および五先賢の館の指定管理者
の募集にあたり、募集方法や要項等について審議しまし
た。

国際大会等への出場を応援します
問文化スポーツ課（☎６５－８７８７）

　文化スポーツの振興と発展を図るため、各種文化スポーツ大会に

出場する人に対して、激励金の交付を行っています。

【対　　象】市内在住で、予選・選考・推薦を経て大会に出場する人
【受付期限】大会終了後１か月以内
【申　　請】 申請書を直接担当課まで。申請書は担当課にあります。ま

た、市ホームページからダウンロードできます。

※大会区分に関わらず、１年度に１回を限度とします。

※ 交付金額や申請方法について、本年度から変更していますので、詳

しくは事前にお問い合わせください。
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街
並
み
景
観
形
成
を
応
援
し
ま
す

　
　
　
　
問
商
工
振
興
課
（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

第
五
期「
な
が
は
ま
・
こ
ほ
く
創
業
塾
」

を
開
講
し
ま
す問商

工
振
興
課
（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

「
長
浜
も
の
が
た
り
大
賞
」
作
品
募
集
!

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
６
５

－

８
７
８
７
）

長
浜
市
民
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
６
５

－

８
７
８
７
）

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
、節
電
し
な
が
ら
涼
し
い
夏
を
過

ご
す
家
庭
や
事
業
者
を
対
象
に
、コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

︻
応
募
資
格
︼

　

つ
る
性
植
物
を
使
っ
て「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」を
設
置

す
る
市
内
の
家
庭
や
事
業
所

︻
応
募
方
法
︼

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、外
か
ら
の
全
景
写
真

等
を
添
付
し
て
左
記
ま
で
。

※ 

応
募
用
紙
は
、環
境
保
全
課
、北
部
振
興
局
、各
図
書
館
・

公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

︻
応
募
締
切
︼

　

９
月
９
日（
金
）必
着

︻
表　
　

彰
︼

　

設
置
の
効
果（
電
気
使
用
量
な

ど
）・
景
観
・
工
夫
な
ど
を
評
価

し
、家
庭
部
門
・
事
業
所
部
門
の

そ
れ
ぞ
れ
で
表
彰
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

　

環
境
保
全
課
〈
東
館
１
階
〉

　
「
な
が
は
ま
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

　

*kan
kyo
u
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

問
合
せ
・
申
込
み
先

　
（
一
社
）
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協
議
会

　

創
業
塾
事
務
局
（
長
浜
北
商
工
会
）

　

☎
８
２

－

５
０
５
１　

 

８
２

－

４
６
１
１

木
之
本
運
動
広
場
プ
ー
ル
は
７
月
21
日（
木
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

詳
し
く
は
７
月
15
日
号
で
。

　

伝
統
的
な
建
築
様
式
の
建
物
を
保
存
・
活
用
し
、魅
力
あ

る
街
並
み
を
形
成
す
る
事
業
な
ど
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。補
助
対
象
事
業
や
対
象
者
な
ど
、詳
し
く

は
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
募
集
期
間
︼７
月
12
日︵
火
︶～
22
日︵
金
︶

① 

美
し
い
観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業（
市
内
全
域
）

　

歴
史
・
水
辺
・
緑
・
芸
術
を
活
か
し
た
景
観
づ
く
り

　
（
１
／
２　

２
０
０
万
円
）

②
伝
統
的
街
並
み
景
観
形
成
事
業

A
商
業
観
光
推
進
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
（
１
／
２　

１
５
０
万
円
）

B
伝
統
的
町
家
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
（
１
／
２　

２
０
０
万
円
）

C
伝
統
的
町
家
再
生
活
用
等
整
備
事
業

　
（
１
／
２　

５
０
０
万
円
）

︻
対
象
区
域
︼

　

A
、C
は
特
定
景
観
形
成
重
点
区
域
、長
浜
駅
前
通
り
お

よ
び
北
国
街
道
長
浜
駅
前
通
り
以
南

　

B
は
特
定
景
観
形
成
重
点
区
域
お
よ
び
北
国
街
道
長
浜

駅
前
通
り
以
南

※（　

）内
は
補
助
率
、補
助
限
度
額

　

創
業
を
目
指
す
人
や
新
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
人
を
対

象
に「
な
が
は
ま
・
こ
ほ
く
創
業
塾
」を
開
講
し
ま
す
。基
礎

か
ら
応
用
ま
で
内
容
が
充
実
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
と　

き
︼  

７
月
27
日
〜
９
月
28
日
の
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

 

18
時
30
分
〜
３
時
間
程
度（
全
10
回
）

︻
と
こ
ろ
︼ 

東
浅
井
商
工
会
本
所（
内
保
町
）

︻
内　

容
︼   

実
際
の
創
業
・
新
事
業
に
活
用
で
き
る
幅
広
い

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、研
修
や
創
業
者
の
体
験

談
な
ど
を
通
し
て
学
べ
ま
す
。

︻
定　

員
︼ 

40
人（
先
着
順
）

︻
受
講
料
︼ 

無
料

︻
申
込
み
︼   

①
氏
名
②
住
所

③
連
絡
先
を
、

電
話
ま
た
は

F
A
X
で
左
記

ま
で
。

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▲講義の様子

長
浜
を
舞
台
や
題
材
と
し
た

　
　
　

マ
ン
ガ
、
原
作
・
シ
ナ
リ
オ
作
品
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
「
も
の
が
た
り
」
を
募
集
し
ま
す
！

　

長
浜
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
、歴
史
、生

活
、人
物
、名
産
品
な
ど
で
ス
ト
ー
リ
ー
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
家
族
や
友
だ
ち
同
士
の
合
作
も
歓
迎

で
す
。ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

︻
募
集
作
品
︼　

　
「
長
浜
」を
テ
ー
マ
と
し
た
マ
ン
ガ
も
し

く
は
、原
作
・
シ
ナ
リ
オ
。（
複
数
部
門
へ
の

応
募
可
。応
募
数
制
限
な
し
。共
同
制
作
も

可
）

マ
ン
ガ
部
門　

応
募
枚
数　

◆
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ

　

16
ペ
ー
ジ
〜
40
ペ
ー
ジ
以
内　

◆
コ
マ
マ
ン
ガ

　

１
〜
４
コ
マ　

８
ペ
ー
ジ
以
内

原
作
・
シ
ナ
リ
オ
部
門　

応
募
枚
数

　

２
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

　

20
〜
２
５
０
枚
以
内

　

 （
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

　

10
〜
１
３
０
枚
以
内
）

︻
応
募
資
格
︼ 

ど
な
た
で
も
可

︻
募
集
期
限
︼ 

11
月
30
日（
水
）

︻
各　
　

賞
︼

　

審
査
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
、部
門
ご
と

に
賞
を
授
与
し
ま
す
。　

　

・
大
賞（
賞
金
30
万
円
）、

　

・
優
秀
作
品
賞　

ほ
か

︻
募
集
要
項
︼

　

応
募
規
程
、応
募
票
等
は
市
内
の
公
民
館

等
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
お
読

み
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ス
リ
ル
満
点
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
ほ
か
、流
水

プ
ー
ル
、キ
ッ
ズ
プ
ー
ル
、25
m
プ
ー
ル
な
ど
、子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
期　

間
︼ 

７
月
１
日（
金
）〜
８
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
　

※
期
間
中
は
無
休

︻
所
在
地
︼ 

神
照
運
動
公
園
内（
神
照
町
）

︻
時　

間
︼ 

10
時
〜
17
時

　
　
　
　

※
50
分
毎
に
10
分
間
の
休
憩
時
間
が
あ
り
ま
す
。

︻
料　

金
︼大
人
５
０
０
円
、中
学
生
以
下
３
０
０
円

※
３
歳
未
満
と
付
添
人
は
無
料

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
提
示
で
半
額

※
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
１
０
０
円（
リ
タ
ー
ン
式
）

︻
諸
注
意
︼

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。現
地
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
駐
車
場
以
外
へ
の
駐
車
は
、お
や
め
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
護
者
は
水
着
を
着
用
し
、一
緒
に
入
水
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
身
長
１
２
０
㎝
未
満
の
人
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

︻
問
合
せ
︼

　

・
長
浜
市
民
プ
ー
ル　
（
☎
６
４

－

０
３
８
０
）

　
　

※
開
設
期
間
の
み

　

・
神
照
運
動
公
園　
　
（
☎
６
５

－

３
３
９
９
）

▶
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

▶
流
水
プ
ー
ル
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意
見
を
募
集
し
ま
す

一
日
年
金
相
談
所
の
開
催

問
彦
根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

７
月
24
日（
日
）は
ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

「
入
門
課
程
」
を
開
催
し
ま
す

問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
８
）

　

手
話
の
入
門
講
座
で
す
。ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

︻
対
象
・
条
件
︼

　

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
、在
学
の
18
歳
以
上
の
人

︻
と　
　

き
︼

　

８
月
19
日（
金
）〜
11
月
18
日（
金
）

　

18
時
30
分
〜
21
時（
毎
週
金
曜
日　

全
14
回
）

︻
と 

こ 

ろ
︼ 

　

市
役
所
本
庁
１
階　

多
目
的
ル
ー
ム
１

︻
受 

講 

料
︼

　

３
，２
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

︻
定　
　

員
︼

　

30
人
程
度（
先
着
順
）

︻
申 

込 

み
︼

　

８
月
５
日
（
金
）
ま
で
に

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
、北
部
振

興
局
福
祉
生
活
課
、各
支
所
窓

口
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、

郵
送
、F
A
X
ま
た
は
直
接
左

記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
西
館
１
階
〉

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

☎
６
５

－

６
５
１
８　

６
４

－

１
７
６
７

提
出
先
・
問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課〈
西
館
３
階
〉　

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

６
５

－

６
５
７
１

　

*syo
u
gaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　

市
内
の
全
公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
転
換
し
、

住
民
主
体
に
よ
る
地
域
に
応
じ
た
弾
力
的
な
施
設
運
営
と
、

施
設
を
活
用
し
た
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
取
組
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
の
条
例（
素
案
）を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
期
限
︼ 

７
月
30
日（
土
）

︻
閲
覧
場
所
︼   

生
涯
学
習
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー〈
東
館
１

階
〉、北
部
振
興
局
、各
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

︻
提
出
方
法
︼   

任
意
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

を
明
記
し
、直
接
ま
た
は
郵
送（
消
印
有
効
）、

F
A
X
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で

　

年
金
事
務
所
で
は
、次
の
日
程
で
一

日
年
金
相
談
所（
予
約
制
）を
開
催
し

ま
す
。

︻
と　

き
︼ 

７
月
21
日（
木
）

　
　
　
　

 

10
時
〜
16
時

︻
と
こ
ろ
︼   

市
役
所
西
館
５
階

　
　
　
　

 

５
‐
D
会
議
室

︻
申
込
み
︼   

希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
左
記
の
予
約
専
用
電
話

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
予
約
専
用
電
話
︼

　

彦
根
年
金
事
務
所

　
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

☎
０
７
４
９
‐
２
３
‐
５
４
８
９

※ 

こ
の
電
話
で
は
予
約
以
外
の
ご
用

件
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間（
各
施
設
と
も
）

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日　

８
月
28
日（
日
）

７月は「なくそう就職差別
企業内公正採用・人権啓発推進月間」です

人がいきいき輝く職場　一人ひとりの人権が尊重される、明るい職場づくりに努めましょう

 
 ア

メ
リ
カ
大
統
領
が
広
島
を
訪
問

平
和
へ
の
決
意

　

去
る
5
月
27
日
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ

マ
大
統
領
は
、
米
国
の
現
職
大
統
領
と

し
て
初
め
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期

に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
広
島
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
統
領
は
、
平
和
記
念
公
園
で
被
爆

者
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
献
花
と
演

説
を
行
い
、『
こ
の
広
島
の
中
心
に
立
つ

と
、
混
乱
し
た
子
ど
も
た
ち
が
抱
い
た

恐
怖
感
を
感
じ
、
声
に
な
ら
な
い
叫
び

を
聞
き
ま
す
。
広
島
と
長
崎
は
核
戦
争

の
夜
明
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
道
義

的
な
目
覚
め
の
始
ま
り
で
あ
る
べ
き
で

す
』
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
大
統
領
は
、
被
爆
者
と
長
い

握
手
を
交
わ
し
、
さ
ら
に
肩
を

抱
き
し
め
ま
し
た
。
こ
の
姿
は

憎
し
み
を
超
え
て
未
来
を
築
こ

う
と
す
る
象
徴
的
な
場
面
で
あ

り
、
正
に
「
核
な
き
世
界
」
へ

の
決
意
は
、
平
和
へ
の
熱
い
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

唯
一
の
原
爆
投
下
国
と
唯
一

の
被
爆
国
の
首
脳
同
士
が
揃
っ
て
広
島

を
訪
問
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
が
、

71
年
の
歳
月
を
経
て
実
現
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
球
上
の
全
人
類
が
核

を
廃
絶
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
を
望
ん

で
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
は
、
核
廃
絶

の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
が
長
浜
市
に
お
い
て
も
、「
核
な
き

世
界
」
を
追
求
し
、
今
か
ら
10
年
前
、

憲
法
施
行
60
年
に
あ
た
る
平
成
19
年
12

月
、「
長
浜
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
日
に
お
け
る
平
和
の
意
義
と

尊
さ
を
ふ
ま
え
、
平
和
で
豊
か
な
暮
ら

し
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き

継
ぎ
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
と
も
に
真
の

恒
久
平
和
の
実
現
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
の
基
本
理
念
の
継
承
を

行
う
た
め
、
来
る
11
月
５
日
、「
長
浜
市

平
和
記
念
式
典
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
内
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
集
い
、

改
め
て
戦
没
者
に
心
か
ら
冥
福
を
祈
り
、

戦
争
の
な
い
平
和
へ
の
誓
い
を
、
全
市

民
挙
げ
て
行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
切
に
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

市長
コラム◯72

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

▲被爆者を抱き寄せるオバマ大統領
（写真提供：朝日新聞社）

　

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

　
　

ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

　

み
な
さ
ん
は
「
ピ
ロ
リ
菌
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。「
ピ
ロ
リ
菌
」
と

は
正
式
に
は
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
」
と
い
う
細
菌
で
す
。
胃
粘

膜
内
に
生
息
し
、
慢
性
の
炎
症
（
慢

性
胃
炎
）
を
介
し
て
、
胃
・
十
二
指

腸
潰
瘍
や
胃
が
ん
を
ひ
き
起
こ
し
ま

す
。
今
年
、
ピ
ロ
リ
菌
を
薬
で
退
治

す
る
除
菌
療
法
の
制
限
が
ゆ
る
め
ら

れ
、
胃
が
ん
予
防
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
ほ
と
ん
ど
が
幼
少
時

に
感
染
し
、
自
然
除
菌
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
除
菌
療
法
を
受
け
る
に
は
、

①
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
こ

と
、
②
慢
性
胃
炎
で
あ
る
こ
と
、
の

確
認
が
必
要
で
す
。
感
染
診
断
は
採

血
、
呼
気
（
吐
く
息
）、
便
で
も
行
え

ま
す
が
、
慢
性
胃
炎
の
確
認
に
は
内

視
鏡
検
査
が
必
要
で
す
。

　

除
菌
療
法
で
は
、
胃
酸
を
抑
え
る

薬
と
２
種
類
の
抗
生
物
質
を
１
日
２

回
、
１
週
間
内
服
し
ま
す
。
不
成
功

の
場
合
は
抗
生
物
質
の
ひ
と
つ
を
変

更
し
て
２
回
目
の
除
菌
療
法
を
行
い

ま
す
。
こ
の
両
者
で
95
％
前
後
の
方

は
除
菌
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
む

の
を
や
め
た
り
、
飲
み
忘
れ
た
り
す

る
と
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

副
作
用
と
し
て
、軟
便
・
下
痢
、発

熱
、味
覚
異
常
な
ど
が
あ
り
、多
く
の

場
合
は
２
、３
日
で
お
さ
ま
り
ま
す

が
、程
度
に
よ
っ
て
は
主
治
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、ペ
ニ
シ
リ
ン

系
の
薬
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、ペ

ニ
シ
リ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
は
必
ず

主
治
医
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

除
菌
療
法
終
了
後
、
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
除
菌
判
定
を
行
い
ま
す
。
薬

を
飲
ん
だ
こ
と
で
安
心
せ
ず
、
き
ち

ん
と
除
菌
で
き
て
い
る
か
確
か
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
胃
が
ん
な
ど
の

危
険
は
除
菌
成
功
後
に
少
な
く
は
な

り
ま
す
が
、
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
逆
流
性
食
道
炎

（
胸
焼
け
）
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
除
菌
成
功
後
も
定
期
的

な
検
査
が
必
要
で
す
。

　

我
が
国
は
欧
米
に
比
べ
て
胃
が
ん

の
多
い
お
国
柄
で
す
。
一
度
、
ピ
ロ

リ
菌
の
チ
ェ
ッ
ク
を
な
さ
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

このコーナーでは病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

湖
北
病
院
管
理
課

　

 （
☎
８
２
―
３
３
１
５〈
代
表
〉）

市立湖北病院
診療局長　冨樫　弘一

市立病院通信‒◯‒63
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長浜・北びわ湖大花火大会
スターマインをはじめとする多彩な花火約１万発が、夜空とびわ湖を美しく彩ります。

長浜港湾全域が有料観覧エリアとなります。特別協賛席（有料）でぜひお楽しみください。

【開催日時】 ８月４日（木）
　　　　　 19時30分～20時30分

　　　　　 少雨決行、荒天の場合８月５日（金）に順延

【打上場所】 長浜港沖
【特別協賛席】 イス席　 2,500円（席が必要であれば３歳未満で

も有料）

　　　　　 一般席　1,500円（３歳未満無料）

　　　　　 ※全席指定（一般席はエリア指定となります）

【販売期間】 ８月３日（水）まで
　　　　　 ※残席があれば当日会場で販売

【販 売 先】   観光振興課〈西館２階〉、北部振興局地域振興課、
長浜駅観光案内所、ローソン、セブンイレブン、

JTB、ファミリーマート、サークルKサンクス

【インターネット販売】
ローソンチケット、CNプレイガイド、チケット

ぴあ、JTB、イープラス、ウォーカープラス

【問 合 せ】 北びわ湖大花火大会実行委員会（☎６５－６５２１）
　　　　　 〈観光振興課内〉

クリスタルプラザ展望棟から
花火を観ませんか!
クリスタルプラザ展望研修棟を
次のとおり夜間無料開放します。

【と　き】 ８月４日（木）18時30分～20時30分
　　　　　※荒天の場合８月５日（金）に順延
【ところ】 クリスタルプラザ展望研修棟（６・７階）
　　　　 （八幡中山町）
【注　意】
　棟内での飲食は固くお断りします。
　土足厳禁のため、スリッパをお持ちください。

※事前申込みは不要

　　問 湖北広域行政事務センター業務課

　　　（☎６２－７１４３）

ボランティア募集
花火大会の準備や運営、会場清掃などに
ご協力いただける人をお待ちしています。

【募集日時】 ８月３日（水）９時～17時
　　　　　 ８月４日（木）９時～16時
　　　　　 ８月４日（木）16時～22時
　　　　　 ８月５日（金）７時～16時
【申 込 み】 電話で下記まで

※ボランティア活動保険あり

　　 問・申  北びわ湖大花火大会実行委員会

　　　　〈観光振興課内〉
　　　　（☎６５－６５２１）

会場周辺の道路は非常に混雑します。交通規制等にご協力をお願いします。

会場地図
　

光
明
本
尊
は
、親
鸞
が
開
い
た
浄
土

真
宗
に
お
け
る
、初
期
の
仏
画
で
す
。画

面
に
は
、名
み
ょ
う
ご
う号（

仏
の
称
号
）か
ら
放
た

れ
る
光
明
の
中
に
、釈
迦
・
弥
陀
の
二
尊

や
イ
ン
ド
・
中
国
の
高
僧
、聖
徳
太
子
や

そ
の
侍じ

臣し
ん

、日
本
の
先
徳
か
ら
各
寺
の

開
基
に
至
る
ま
で
の
像
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
確
認
さ
れ
る
光
明
本
尊
の
ほ
と

ん
ど
は
、鎌
倉
時
代
の
後
半
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、

浄
土
真
宗
の
な
か
で
も
仏
光
寺
派
の
寺

院
に
多
く
伝
来
し
、そ
の
本
尊
や
臨
終

仏
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

湖
北
地
方
で
は
、蓮れ
ん
に
ょ如（
１
４
１
５
‐

９
９
）
以
降
、
本

願
寺
勢
力
が
隆

盛
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
前
は
仏

光
寺
派
が
光
明

本
尊
や
絵え

系け
い

図ず

を
用
い
て
庶
民

に
分
か
り
や
す

く
布
教
し
勢
力

を
拡
大
し
て
い

ま
し
た
。

　

画
面
中
央
に
は
、蓮
台
に
の
る
九
字

名
号（
南な

無む

不ふ

可か

思し

議ぎ

光こ
う

如に
ょ

来ら
い

）、そ
の

左
右
に
同
じ
く
蓮
台
に
の
る
十
字（
帰き

命み
ょ
う

尽じ
ん

十じ
っ

方ぽ
う

無む

碍げ

光こ
う

如に
ょ

来ら
い

）・
六
字（
南
無

阿
弥
陀
仏
）の
名
号
を
大
書
き
し
て
い

ま
す
。名
号
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
放
射
状

の
光
明
を
描
き
、そ
の
中
に
釈
迦
如
来
・

阿
弥
陀
如
来
の
二
尊
、三
国（
イ
ン
ド
３

人
・
中
国
７
人
・
日
本
22
人
）の
先せ
ん

徳と
く

高

僧
、聖
徳
太
子
と
そ
の
ゆ
か
り
の
人
物

６
人
を
描
い
て
い
ま
す
。阿
弥
陀
如
来

の
光
明
の
功
徳（
す
べ
て
の
生
き
と
し

生
け
る
も
の
が
極
楽
浄
土
に
往
生
）を

あ
ら
わ
し
、あ
わ
せ
て
浄
土
教
の
正
当

な
継
承
を
示
し
て
い
ま
す
。上
辺
に
は

各
祖
師
の
銘
文
、下
辺
に
は
親
鸞
が
撰せ
ん

文ぶ
ん

し
た
尊そ
ん

号ご
う

銘め
い

文ぶ
ん

を
墨
書
し
て
い
ま

す
。

　

法
光
寺
の
光
明
本
尊
は
、長
年
の
焼

香
に
よ
る
黒
ず
み
や
、絵
具
の
剥
落
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、描
線
や
彩
色
の
技

法
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
画
技
を
示
し
て
い

て
、南
北
朝
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代

初
期
の
作
と
推
測
さ
れ
ま
す
。数
少
な

い
中
世
絵
画
と
し
て
、ま
た
湖
北
地
方

の
真
宗
史
を
考
え
る
上
で
、貴
重
な
資

料
と
い
え
ま
す
。現
在
、観
音
の
里
資
料

館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、法
光
寺

門
徒
の
50
回
忌
法
要
の
際
に
は
い
っ
た

ん
戻
し
、家
の
床
の
間
に
掛
け
て
法
要

が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
５
日（
火
）か
ら
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
で
開
催
す
る「
観
音
の
里

の
祈
り
と
く
ら
し
展
Ⅱ
」に
出
陳
さ
れ

ま
す
。

シリーズ○ 

※平成28年４月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、451件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

63

光
こ う

明
みょう

本
ほ ん

尊
ぞ ん

　１幅
指定日 　平成17年３月31日指定
法
ほう

光
こう

寺
じ

蔵（高月町磯野）
高月観音の里歴史民俗資料館保管

問

高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

　

 

（
☎
８
５
‐
２
２
７
３
）

　光明本尊　絹本著色
　南北朝時代末～室町時代初頭（14～15世紀初）
　本紙：タテ160.8cm×ヨコ96.1cm

祖師の銘文

尊号銘文

和
朝（
日
本
）祖
師
先
徳

十
字
名
号（
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
）

聖
徳
太
子
と
侍
臣

九
字
名
号（
南
無
不
可
思
議
光
如
来
）

晨
旦（
中
国
）祖
師
先
徳

天
竺（
イ
ン
ド
）

祖
師
先
徳

釈
迦
如
来

阿
弥
陀
如
来

六
字
名
号（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

こども水泳教室

水中ウォーキング・フィットネス教室

水 辺 の 安 全

記事広告

水泳の苦手なお子様を対象に、レベルに応じて指導します。

心身のリフレッシュや健康維持、肩こり腰痛などの予防に。

「自分の命は自分で守る」そんな意識を持って安全に活動する方法を身につけましょう。

長浜市民プール　スポーツ教室のご案内
【申込方法】　７月４日（月）８時30分より神照運動公園で受付を開始します。
　　　　　　受講料を添えてお申し込みください。（こども水泳教室は電話での予約はできません）
　　　　　　※定員になり次第、受付を終了します。 問・申 神照運動公園（☎６５－３３９９）

【期　間】 ７月19日（火）～25日（月）
【時　間】 ９時～10時
【場　所】 長浜市民プール

【対　象】 小学２～６年生
【受講料】 8,300円（全７回）
【定　員】 40人（先着順）

【期　間】 ７月26日～８月23日　毎週火曜日
【時　間】 ９時～10時
【場　所】 長浜市民プール

【対　象】 一般
【受講料】 3,200円（５回）
【定　員】 20人（先着順）

【日　時】 ７月16日（土）９時～10時
【場　所】 長浜市民プール
【対　象】 小学１年～３年生
【参加費】 500円
【定　員】 20人（先着順）

【内　容】 ペットボトル浮遊体験
　　　　 ライフジャケット浮遊体験
　　　　 救助用具の紹介
　　　　 身近な物を使った救助方法の紹介

長浜市浅井B&G海洋センターからのお知らせ
施設無料開放day　７月18日（海の日）　下記の施設を無料でご利用いただけます。
浅井B&G海洋センター

プール

【利用時間】９時30分～16時20分
　※スイミングキャップを必ず着用ください。
　※小学３年生以下は保護者の付き添いが必要です。

ふれあいグラウンド
（陸上競技場）

【利用時間】９時～17時
【利用種目】ジョギング かけっこ グラウンド・ゴルフ
　※利用時間は一人２時間までです。
　※跳躍・投てき種目は利用できません。
　※陸上競技備品の貸出しは行いません。

浅井文化スポーツ公園
テニスコート

【利用時間】９時～17時
　※利用時間は、１グループ１コート２時間までです。
　※フットサルはできません。

【ご利用上の注意】
①事前予約はできません。
②混雑時はお待ちいただく場合があります。
③天候等により中止する場合があります。
④レンタル物品は有料となります。

ご家族やお友だちをお誘いあわせてお越しください。
当日、浅井B&G海洋センター受付窓口にてお申込みください。

問 長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター(☎７４－３３５５)

不用品交換情報（６月６日現在）
◆ください（無料）
○大型スチール棚○電動アシスト自転
車○自動洗濯機○猫のペットタワー○
ガスコンロ（プロパン用）○ギター○け
いこ用袴○睡蓮鉢○植木鉢○三味線○
BSアンテナ○競技用自転車○大人用
自転車○二槽式洗濯機○地デジ対応液
晶テレビ○アップライトピアノ○塩ビ
波板○子ども用一輪車○ポータブルミ
シン○キーボード○足踏みミシン○電
子オルガン

◆あげます（無料）

○ベビーカー○男性用ボウリングボー
ル○男性用ボウリングシューズ○冬布
団○電子オルガン○マッサージチェア
○世界大百科事典○食器棚

※現物は保管していません。

※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の話

合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

長浜あざいお市マラソン 長浜米原休日急患診療所
７・８月の診療日のお知らせ
【診療日】　 ７月３日、10日、17日、18日、
　　　　24日、31日
　　　　８月７日、11日、14日、21日、
　　　　28日
【診療時間】　 ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　 ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないよう
ご注意ください。

※ 受診時は保険証・お薬手帳・母子
健康手帳（乳幼児の場合）をお忘
れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12
月30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

参加者募集
種　目 部　門 参加費
ハーフ 一般（高校生以上）4,000円
10 km 一般（高校生以上）3,000円
２km 小学４～６年生 1,500円
２km

エンジョイラン
小学１～３年生
一般（中学生以上）

1,500円

【と　き】10月９日（日）雨天決行
　　　　受付９時～
【ところ】浅井文化スポーツ公園（大依町）
【申込み】 インターネットによる申

込みのほか、次の窓口へ直
接申込むこともできます。

　　　　 浅井B&G海洋センター（大
依町）、市民体育館（宮司町）

【申込締切】 ８月14日（日）　
※ ハーフ（3,500人）、10km（1,500
人）は定員になり次第締め切りま
す。

問 あざいお市マラソン実行委員会事
務局〈浅井B&G海洋センター内〉

　（☎７４－３３５５）
ボランティアスタッフを募集して
います。スタッフTシャツ、キャップ
をプレゼントします。詳しくは実行
委員会まで。

７月の税・料
固定資産税・都市計画税　　 ２期 
国民健康保険料　　　　　　２期
介護保険料　　　　　　　　２期
後期高齢者医療保険料　　　１期

〜ゆかたで街をそぞろ歩き
　　　総おどりを楽しもう〜

　新たな長浜の夏を彩る風物詩『長浜なつまつり』を中心市街地一帯で開催します。目玉
は、かつて長浜の夏の伝統イベント『長浜総おどり』です! 夕刻より曳山博物館広場を中
心に「大手門通り」や「ながはま御坊表参道通り」で開催します。
　当日は「BooBooナイトマルシェ」（ゆう壱番街商店街）、「BEER　FESTA」（黒壁周
辺）、「フードパーク」（曳山博物館通り）、「わくわくKidsパーク」（やわた夢小路通り・巴
瑠夢大路通り）も同時開催。その他楽しいイベントも続々企画中です。
　ぜひ家族、友人お誘い合わせて、ゆかた姿で中心市街地へお越しください。

問長浜なつまつり実行委員会事務局〈長浜商工会議所内〉（☎６２－２５００）

「長浜総おどり」参加者募集!
　かつて長浜の夏の風物詩であった伝統の「長浜総おどり」が平成５年の開催を最後に途絶えてい
ましたが、今年、長浜総おどり復活の狼煙を上げます。
　17時から「長浜おどり」を約１時間、休憩をはさんで「江州音頭」を約１時間予定しています。職場
やグループ、ご家族や友人と一緒に踊りませんか。申込みは下記までご連絡ください。

【時　　間】17時～20時30分（参加者は16時集合）　　【参加資格】どなたでも参加できます。　
【服　　装】自由ですが、ぜひゆかた姿でご参加ください。
　　　　　問長浜商工会議所（☎６２－２５００）

7
23㈯

【と　き】７月23日（土）15時～20時30分　【ところ】中心市街地一帯
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有料広告欄

 

0120-46-1200 

創業 33 年 まごころこめてお手伝い 

年中無休 
お迎え・個別火葬・納骨供養

日本ペットランド 

滋賀ペット葬儀社 
琵琶湖動物霊園 心塔 

師

講座・教室
◆いきいき体験講座　健康体操
生涯自立した生活ができる心と体作りを。
【と　き】① ７月10日（日）10時30分～11

時45分
　　　　②７月17日（日）10時～11時30分
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【内　容】①「健康体操の講話と実技」
　　　　　（公社）真向法協会 小野将弘 氏
　　　　②「健康体操の実技と転倒防止」
　　　　　藤井伊佐美 氏
【持ち物】タオル、運動ができる服装
【申込み】電話かFAXで下記まで。
※受講無料。１回の参加でも可能。
問・申湖国ひとまちネット
　　（☎/ ６３－９８２２）

◆体験教室　銅鏡を作ろう!
不思議な力を持つと信じられてきた鏡
のミニチュアを作ってみませんか。
【と　き】７月17日（日）10時～
【ところ】浅井歴史民俗資料館（大依町）
【参加費】800円
【定　員】15人（先着順）
【申込み】電話で下記まで。
問・申浅井歴史民俗資料館（☎７４－０１０１）

◆お酢の教室
野菜ソムリエから野菜を美味しくする
お酢レシピや、お酢のチカラについて
学びます。
【と　き】７月17日（日）
　　　　13時30分～14時30分
【ところ】臨湖（港町）
【参加費】2,000円 
　　　　（試食・試飲代込み、レシピ付き）
【定　員】先着24人
【申込み】直接または電話で下記まで。
問・申臨湖（☎６５－２１２０）

◆ふなずし講習会
琵琶湖産子持ちニゴロブナの塩切りを
用いて実際に漬けます。見学自由。
【と　き】８月３日（水）
　　　　８時30分～15時30分
【ところ】朝日漁業協同組合（湖北町尾上）
【参加費】 22,000円（ふな塩切り５kg、漬

け物桶等一式）
【定　員】40人（先着順）
【持ち物】 汚れてもいい服装（長靴、サン

ダルなど）、炊飯した米（３升
５合）、弁当

※ ビワマスの刺身、アユの佃煮付き
【申込み】電話で下記まで。
問・申朝日漁業協同組合（☎７９－０３２０）
 　　※平日９時～15時30分

◆介護職員初任者研修
【と　き】 ８月18日（木）～12月７日（水）

のうち24日間
【ところ】 湖北福祉ステーション（湖北

町速水）
【対象者】 研修の全課程を受講できる人
　　　　※妊婦の人を除く
【定　員】30人（応募者多数の場合は選考）
【受講料】39,800円（テキスト代、消費税込）
【募集期限】８月８日（月）
【申込み】 ホームページの申込書をダウ

ンロードして記入後郵送もし
くは直接下記まで。

問・申長浜市社会福祉協議会法人本部
　　（市役所湖北支所３階）
　　（☎７８－８２９４）

募　　集
◆ 戦没者遺児による慰霊友好
　親善事業参加者を募集します
戦没者の遺児を対象に、旧戦域を訪れ、
慰霊追悼と地域住民との友好親善を図
る事業を実施します。
【参加費】10万円
【実施地域】マリアナ諸島など12地域
※ 今回実施する地域で亡くなられた戦
没者の遺児が対象となります。詳し
くは下記まで。

問・申（一財）滋賀県遺族会事務局
　　（☎０７７－５２２－７２２７）

相　　談
◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお立ち寄りください。

【と　き】７月15日（金）
　　　　13時30分～16時
【ところ】北部振興局（木之本町木之本）
問湖北介護・福祉人材センター
　（☎６４－５１２５）

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 ７月16日（土）12時～16時
　　　　８月４日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

結婚相談
【長浜地域】７月28日（木）18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】 ７月22日（金）18時～20時

湯田公民館（内保町）
【びわ地域】 ７月22日（金）19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】 ７月22日（金）18時～20時

虎姫公民館（田町）
【湖北地域】 ７月21日（木）18時～20時

湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】 ７月13日（水）13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】 ７月21日（木）15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】 ７月23日（土）10時～12時

山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】 ７月20日（水）13時～15時

西浅井公民館（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で検索ま
たはＱＲコード
※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年です。
再登録を希望する人は、各会場で申請
をお願いします。

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

有料広告欄

お知らせ
◆ パスポートセンター「米原出張窓口」
　７月19日（火）は休業
米原出張窓口での受付は、平日の火・
水・木曜日です。県立文化産業交流会館
の休館日は業務を休みます。
問県パスポートセンター
　（☎０７７－５２７－３３２３）

◆安全な職場づくりを考える
７月１日～７日は「全国安全週間」で
す。労働災害を減らし、健康に働くこと
ができる社会の実現を目指して、労使
共同で取り組みましょう。
問滋賀労働局労働基準部健康安全課
（☎０７７－５２２－６６５０）

催　し
◆ ユネスコ無形文化遺産登録推
進展示「湖北は曳山のまち」

山車文化の精華である長浜曳山まつ
り。湖北に広く深く浸透していた曳山
の姿をリアルに伝え、芸山という独自
の文化がどのように拡大したのか、そ
の足跡を追求する企画展です。
【と　き】７月４日（月）～９月11日（日）
　　　　９時～17時　※期間中無休
　　　　（入館16時30分まで）
【ところ】曳山博物館（元浜町）
【入館料】 大人600円、小中学生300円
　　　　（長浜・米原市の小中学生は無料）
問曳山博物館（☎６５－３３００）

◆ 夏休み企画「おもちゃ鉄道模型」展
懐かしい鉄道おもちゃ&模型コレク
ションを展示。子どもから大人まで楽
しめる企画展です。夏休みに親子でど
うぞ。
【と　き】７月８日（金）～９月30日（金）
　　　　９時30分～17時
　　　　（入館16時30分まで）
【ところ】長浜鉄道スクエア（北船町）

【入館料】大人300円、小中学生150円
※会期中無休
問長浜鉄道スクエア（☎６２－４０９１）

◆きゃんせ土曜市
【と　き】７月９日（土）11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【内　容】 デラウェア特売セール、ゼリー

詰め放題、うどん・そば・いな
り寿司・おにぎりコーナー

問長浜地方卸売市場
　（☎６３－４０００）

◆シネマ余呉
　映画「マザーレイク」上映会
琵琶湖を舞台として、家族や自然、子
どもたちの心の成長を描いた映画「マ
ザーレイク」の上映会を開きます。ぜひ
ご覧ください。飲食ブースもあります。
【と　き】７月16日（土）
　　　　①11時～　②14時～
【ところ】余呉文化ホール（余呉町中之郷）
【観覧券】前売り1,000円、当日1,500円

北部振興局地域振興課もしく
は下記まで。

※市内の小中学生は無料（事前予約必要）
問・申地域おこし協力隊　植田
　　（☎０８０－４５５１－００５４）

◆竹生島クルーズ　特別価格で
竹生島の魅力をもっと知っていただく
ため、市民限定で乗船料を特別優待し
ます。
【期　間】７月16日（土）～８月31日（水）
【出　港】長浜港発　９時、10時15分、
　　　　11時30分、12時45分、14時
【乗船料】一般 2,100円（通常3,470円）
　　　　小学生以下1,050円（1,840円）
　　　　※大人１人につき幼児１人無料
　　　　※入島料、消費税込
【定　員】各便20人（先着）
【申込み】 電話で琵琶湖汽船長浜支社に

事前予約（☎６２－３３９０） 
問（公社）長浜観光協会
　（☎６５－６５２１）

◆おもちゃで遊ぼう夏休み
新幹線・電車・はたらく車など、いろん
な乗り物が慶雲館に大集合!
【と　き】７月16日（土）～８月31日（水）
　　　　９時30分～17時 ※期間中無休
　　　　（入館16時30分まで）
【ところ】慶雲館（港町）
【入館料】大人300円  小中学生150円  
　　　　３歳以上の幼児100円
問慶雲館（☎６２－０７４０）

◆夏休み親子市場見学会
日頃は入れない－20℃の冷蔵庫入庫体
験や卸売場やセリ場の見学ができるほ
か、うなぎのつかみ体験などの催しも
あります。参加無料。
【と　き】８月６日（土）
　　　　７時30分～９時30分
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【対　象】長浜・米原市在住の小学生と
　　　　保護者（未就学児不可）
【定　員】20組（応募多数の場合抽選）
　　　　初参加者優先
【申込み】 ７月15日（金）までの７時～17

時に電話またはメールで下記
まで。※水・日・祝日は休み。

問長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）

　*nagasijo@mx.bw.gream.jp

◆滋賀県レイカディア大学
　米原校大学祭
在学中の学生が、大学で学んだ学習成果
発表や作品展を行います。来場者には趣
向を凝らしたプレゼントもあります。お
誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。
【と　き】〈展示、実践&体験コーナー〉
　　　　７月20日（水）13時～15時
　　　　　　21日（木）10時～15時
　　　　〈展示、ステージ発表〉
　　　　　　22日（金）10時～15時
【ところ】 滋賀県立文化産業交流会館

（米原市下多良）
問滋賀県レイカディア大学
　（☎５２－５１１０）

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp
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まちの
人口

平成28年６月１日現在   人口 120,484人   男 58,902人   女 61,582人   世帯数 44,857世帯

平成28年５月中の異動   転入 223人   転出 217人   出生 81人   死亡 97人   婚姻 47件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所：冨田人形会館

人形浄瑠璃　冨田人形共遊団　団長

阿部　秀彦さん（富田町）
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かわいい紫彩ちゃん♡

元気いっぱい大きくなーれ!!

いつもありがとう♡

歌とおどりが大好きないっくん!

いつもみんなに笑顔をくれてありがとう。

たくさん遊んですくすく育ってね。
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日本の伝統は
　　　言葉の壁を越えて感動を与える

　「小さい頃は、ただ父親の公演につい
て旅をするのが嬉しかったんです」。幼
いころから父親が人形を操る姿を見て
きた阿部さん。各地への公演に同行する
うちに人形遣いも手伝うようになり、次
第に太夫の声や太三味線の音が自然と
身体に染み付いていったといいます。
「置いてあるとただの人形ですが、ひと
たび人形遣いの手にかかると、血が通
い、命が吹き込まれたように動き出すん
です」。人形浄瑠璃の奥深さに惚れ込ん
だ阿部さんは、熱っぽく語ります。
　冨田人形は、天保６年（1835年）ごろ、
阿波（徳島県）の人形芝居の一座がもた
らした人形で芝居の稽古を始めたのが
発祥で、郷土が誇る民俗芸能として代々

受け継がれてきましたが、やがて高齢化
で人形遣いが減少。一時は休眠状態でし
たが、阿部さんが自治会長を務めたのを
機に「誇れるものをみんなでやろう」と
提案。昭和54年に「冨田人形共遊団」とし
て再興しました。
　３人で１体の人形を操る冨田人形は、
稽古や本番を重ねるごとに絆が深まっ
ていくのも大きな魅力。「お互いを思い
やり、息を合わせないと人形はいきいき
と動かない」とチームワークを何より大
切にしています。
　今では、海外公演を含め年間およそ30
公演、冨田人形を学ぶ留学生の受け入れ
も毎年行うなど、活動は世界へ。アメリ
カ公演では、舞台が終わると場内は総立

ち。アメリカ人が涙を流しているのを見
て、言葉の壁を越えて伝わる芝居ができ
たと実感したそうです。「人形の繊細な
手の動きに興味を持った９歳の少女は、
実際に人形に触れて“重い"と言いまし
たが、実は人形の重さではなく、日本の
伝統や文化の深さを“重い"と表現した
そうなんです」と、嬉しいエピソードも。
　稽古を積み重ね、今では14の演目を持
つ共遊団ですが、阿部さんの思いは止ま
りません。「いまは同じ演目を繰り返し
ているだけ。今後は若い人形遣いを育
て、新しい演目に挑戦したい」。
　伝統を守るだけでなく、育て、さらに
高みを目指す。阿部さんの瞳には、先祖
が守ってきた伝統の灯が映っています。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。


